gogakukyoshi no jiko o motomete-sonorekishi to tenbo(2)- by 塩田 勉
語 学教師の 「自己」.を求めて









1・ 文化 の異化 と同化
自国文化 のアイ デンティテ ィの確 立期 には,歴 史が顧 られ,母 国語が再
認識 され る一方,他 国文化 の摂取 もそれまで以上 に盛 んになる。
例 えば,イ ギ リスで国家意識が芽 ばえ,イ ギ リス文化 のアイデ ンテ ィテ
ィの模索が行 な われ たル ネサ ンス期(主 としてテ ユー ダー朝)は,歴 史書,
文法書,翻 訳書 の世紀 として知 られている。 ホ リンシェ ッ ドや ス ト ウの
「年代記」,ハ リソンのr英 国誌」,キ ャムデ ンのrブ リタユア」,ハ クル
ー トのr航 海 史」な どの歴 史書 が書 かれ,マ ル カスター,ア スカム,キ ャ
ムデンなどによって文法や語学 の問題 が論 じられ,コ トンによる古代英語
の写本(ベ オ ウル フ)蒐 集のな されたのはこの時代 であ った・ 同時に・.ノ
ースのrプ ル ターク英雄伝」,チ ャップ々 ンの 「イ リア ド」や 「オデ ッセ
イ」,フ ロリオに よるモンテーニュの 「エ セー」,シ ェル トンめ 「ドン 。キ
ホーテ」等 の翻訳 もな され てい る。
同 じよ うに・奈良時代 か ら平安時代の 日本 では・記紀 が編 まれ て日本の







つま り,」国の文化が膨溝 として興 る時期には一つの特徴がある。・その
時期に先立 って,貧しい方の文化が,豊かな外来文化か ら栄養を補給する・
この段階では,専 ら外来文化 との同一化が志向される。しかし時間が経っ







したがって,文化の勃興期には,自 国文化の独自性 を再認識 しで,外国
文化 と自国文化 とを弁別する異化のプロセスと,更に深 く外国文化を体系
的に取 り込 もうとする同化のプロセズと瀞併行 して活発に進行する「と言っ
てよかろ うol
こ うい う時期には,慶 れた文化人が生れ,外来文化をそれまでより深 く




























母国語で話 し合 っているのを耳にする;と も珍しくな耕ったであ ろ う。
r打魚」とか 「打水」・のr打」の用法は・ 中国語の助字に起源 を持ち・.当
















村宿禰浄豊 を推挙する文があるが,唐 α)帰化人二世の学業 を讃えて,
さん ご・ 扁 よう目r麺 わ ・ 淋隙 の韻 を諏 て匿 呉曜 鞭 融 …∵是測 ち則 騨 靴 受くる炸
な り。
瀕 っている・嘩 鵬 陽課 安二和 正耳ゆ灘 轡 え課 郡 呉興
丹陽の呉音の誰 りを改めた宿禰 こそ真川の師であった.とい うのである。真
かタ
川は後に大学頭にな,った入で南るから7当晴?零 学総長 も若》・時には,帰
化杵 世か磯 髄 直 してもら昨 勉 レ'・』1一.目ll・1
大学には・音博士が二人置か晒挙。音博‡1‡・・帰化木や岬 甲 留 学 牛 璽
飽,唐")中国人ネイティヴ ・.スピー内一炉なった?持 締紀五年茜月,同 六
年十二月の記述に,
こゑのはかせもろζし しよくしゆげん 零っ【うかく て炉きのはかせくκらの1{っしぜんしん しろ楠 は た ζろ




とあるから中国人の大学教授はかな勾重用 されていた とごが うか参える。・
漢文は,当 初 もっぱ ら音読 され',目.音博士ば,漢 音による字音直読を行
なった.四書五経が中国語 として音読され,学生はそれを口うつしに繰 り
返し準。当時の方法は暗論主義であワた。十 日ごとに試験があ り・経典の
本文と注解文から一千字を選んで,ぐ の三宇だけを伏せてあて させ るp目受
いちじようさんごん
験の穴填め問題の元祖のよ うな考査が行なわ れ た。これ は目r一帖三言」目・
一 茄.一
と呼ばれ,・出来 の悪 い者 には罰則す らも うけ られ ていた。 一(詳細ぱr学令」
に定められているγ空海は,.「三教指帰」・の中 で,あ る経典 の学 習法 として









ダブル ・トラッ クで録音されていたと言 づてよい。つまり同時通訳のよ.う
な形で1暗記 されていたのである。後に,音訓複読が行なわれな くなって
か ら,当時は重ね焼きされていた音と訓が分解して縦に並 び,い オ)ゆる
もぬ ん よ くわんくわん しきようド
「文選読 み」 に変化 した。r関 々 トやわ らぎなける,唾 鳩 ノみ さごは」 と
えうてうド
か 「蜀翼 トたをやかなる」などという訓み方がそれで,今 日でもr二度 ト
せつ に
ふたたび」,r面トむかって」,r優二や さし く」,「切迫つ まる」などのように
漢 ・和折衷 した語法 が残 っている。
とれ は,ノ'ルマン入 の征服 によって,.ブラ ン界語 が英語 に入 った とき,
どちらに も解 るよ うに同 じ意味 の英語 と仏語 を並 べて熟語を作 った のに似
てv、る。actanddeedとか,1awandofderなどや,そ れに倣 った,
safean&sound,ways.andmeans,he1撃and,succQurなどは,v・わば
英語 にお ける文選読 みであると言 えよう。外 国文化の衝撃 の痕跡 が 日英両
語にお いて岡 じような形 の語法 に残 っている ことは興味深 い。目
横道 にそれ たが1.この字音直読式は・や がて音 訓反読式 に変 り平安 の中
頃 までには廃 れて しまマた6こ うして,漢 文教 育は純粋 な外国語教育 では




・つ ま り,初期の帰化人のもた らした中国語は日本語化したが,・奈良時代
に交流が盛んになるて本来の中国語が見直され,中 国語の異化作用が起き.
た。しかし・その後再ぴ同化作用が起きて中国語は漢文 として日本語に定









r唐大和上東征伝」 の将来 目録には,鑑 真のもたらした書物の目録が記









を渡 って来た文化人であった。彼 らが単なるネイティヴ ・スピーカ朔で訪










帰化人のコミュニティーは,最澄 と空海という二人の巨人 を生 み 出 し
み っ くべ









やまとのあやのあたい たかむ{のあやひとくろまろ いまきのむやひ とおおくに にちもん
た。 東 漢 直 福因,高 向漢人玄理,新 漢 人 大 国,目新漢人日文,南 淵漢
しようあんド え おん こうさい




また帰化人の子孫である東 西 史 部の子孫には,目位 にかかわりなく.(普
適は五位以上)大学入学資格が与えられていた。日本の古化文化推進の背長
に帰化人社会があったことが うなずけよう。当時め文化入,聖徳太子,空














五十四年に及ぴ彼の地で没 した者や,藤原清河のよ うに新羅使節 と元旦の




前まで各地の寺や行者 を訪問して,法 を受けるため忙 レく動 き回 って吟
る。空海(804-806〉も経興の蒐集に奔走 し般若三蔵癒どのイン ド僧から
インドの事情を嬉取 した りしたこと鴻 「諺来 目録」か ←う喬.がわれ.る。
般若三薩は,空海の熱意 にうごかれたのであろう,・
けいひん　く
吾が生縁は闘賓国な0,'少年にして道に入 り,五天め経歴 し,常に伝 燈 を誓・ら
いかた




い,多 くの人々の信頼 をかち得ている。彼が二年問に集めて持 ち帰 った経
典は控同目録に竃れぱ・二百†六部四百六十一巻であワたというりょく資












こうして,帰化人の文化的雰囲気 と,その支援 を脊景に,中国へ渡 り,目
そこで文宇 どうり寝食 を忘れで学問をして・目彪大な資料 を持ち帰 った留学
生たちは,や がて古代 日本の文化的指導者となった。
』例 えば,・吉備真備が,大 宰大式に就任すると,全国か ら学風を慕 って集
まる者が急増 したという。大宰府の府学は・当時国学 と呼ばれた地方大学.
で九州六力国の国学を総括していた。・ここは大陸文化の最先端の受け入れ
揚所であ り,r此の府は人物段繁にして・天下の一都会な り」 と書われた。
また多くの帰国僧とその弟子たちは 民衆の中に根を下し・r日本霊異記1
に見6よ うな民衆仏教の世界 を作 って行 った。
しかし,帰国留学者の中での代表的存在はなんといっても空海と最澄で
あろう。そして彼 らの先駆者として聖徳太子の名 も忘れる目こ とは で き な
















があるように思 う。冒頭の 『和をもって貴しとす」と結びのrそ れ事は,
さだ あげつら
独 り断むべか らず。必ず衆 と 論 うべ し」 とい う二条 であ る。r十 七条憲
法 」 よ り遙 か以前 に,r魏 志倭人伝」は,日 本入 のことを
せつ そう
婦人婬せず,炉 忌せず,盗 霜せず,諄 訟少なし。
と述べているし,幕末に来 日した西洋人たち(アンベ』ルやシーボル ト)
は・ 日本では盗みもな く家に鍵がない,国民性は穏かである と語 って い
る。和を貴ぶとい う条項は要請でもあるが,それを尊重する日本人の精神




仏教 を異文化に属する思想 として受け取め正 しく理解する態度を持ち得た
のではなかろうか。言 うまでもなく 「十七条憲法」には,原 始仏教や儒教
の影響があると言われているし,これが血の弾圧後の上からの平和主義で




















勢,論 対,論 意,論 病,論 対属に分類編纂したもので,漢 詩を作る者の軌






















きようしよもんじニ あぜドね お も
大唐よ塑将来する所の経疏文書等,数 本を写取 して,.普く流伝 を事せ む と属欲
ふ。







い語学力を通 して,従来の安易に日本化 した仏教を,そ の源流に立ち帰づ
て再理解し,目目本の現実の自覚に立ってそれを発展 させたという点で,聖



















する文化人に自らを造 弘 それを礎として,自 己を越える次代の人問を育






































語に変質 したのである。 「カル ミナ ・ブラーナ」 や ゴリアー ド詩人の作品
はそ うしたものとして理解できよう。
こう考えると,外国語教育は,外国語のオ リジナルな姿の再認識による




この同化作用 には,影 響源 か らの一定 の距離 と時 間が必要 で ある。 中国
に近 い朝鮮 では,漢 文 は字音 直読式 で訓 読 され ない。 つ ま り中国に近 い所
では漢文 の風化 度が違 うので ある。 日本 は,中 国文化 の影響 をワン ・ク ッ
シ ョン置 い て受 けるので,漢 文 を じっ くり消化 し,す っか り日本化 してし
ま う時 間に恵 まれ ていたわ けで ある。 またハ ングルやモー コ文字 は,あ ま
りに近 い漢字 へのア ンチ ・テー ゼとして創 り出 され民族文字 として定着 す
るのだが・遠 くは なれた 日本 では・漢字 との対立 意識 は生 ぜず,そ れに順
化 し,そ れ を目本化 す ることに よって民族 文宇 を作 り出 してい ることも興
味深 い。 この地理 的距 離は 日本 文化 に,消 化 と反省 の時 間 を与 え豊 かな実
りをもた らした。現代 では,そ の時 間が コ ミュニケー シ ョンの発達 に よっ
て奪 われ てい るのか もしれ ない.
外 国語 の俗化 とい うか 自国語 への同化 は,現 代 の 日本語 における空前 の
欧米語取 り込 みに 魂)現われ てい る。数万 の西洋語 は,時 と共 に 日本語 に同
化 されて 日本語 を豊 かにす るであろ う。 これ は漢語 の大量移入以来 の特記
す べ き変化 であ って,第 二 の 日本語革 命 とな るか もしれ ない。 しか し,一
方 で新外来語 の移入 も不断 に続 くであろ う。 こ うして 日本語 は大 き く変 ろ
うとしている。 日本語 の純潔性 が損 われ ると嘆 く向き もあるが,言 語 は,
不純 なほ ど豊か になるので あ って,漢 語 の移入 によ って 日本語は とうσ)昔
に処女性 を捨 てている。英語 があれ程豊 かなの も,本 来 グ)アング ロ ・サ ク
ソン語 び,ケ ル ト語,ラ テン語,ス カンヂナ ビア言吾,ノ ル マン語,ギ リシ
ア語等 々によ って純潔性 を犯 され続 けた か らに他 な らない。
しか し同化 の時期 は,正 に異化 の深化 を用意す る時期 で も あ る。現 在
は,自 らの文化的 アイ デンテ ィテ ィを自覚 しつつ,そ の光 で外国 の異文化
の理性 と感性 を両面か ら総合的 に照 し出す仕事 が強 く求 め られ ている時期
であ るよ うに思 う。 それ を行 な う条件 を持 ってい る,あ るいは持 てる可能








されず,仏教 の体系的移入という国策 と結びついて,外 国語による思想の
理解 と表出とい う豊かな内容を持つことが出来た。語学にとって,内容と
























次回は,鎌 倉仏教 と中国語の接触,そ して紙幅が許せば,キ リスト教伝
来とヨーロッパ語の語学教師たちなどをあつか う予定である。
(1976・1G・U)
(藷研助教授).
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